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※経常収支比率とは？
扶助費（社会保障制度の一環として実施する給付等に係る経
費）など毎年かかる固定費の割合。数値が低いほど政策的に使
えるお金が多いことになります。

※実質公債比率とは？
一般会計が負担する借金返済費用の割合。数値が高いほど他
の事業にあてる財源を圧迫することになります。

　令和３年度決算は令和2年度と同様に、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け
感染症対策にかかわる臨時交付金が12億
1,755万円で歳入決算の10.4％を占めてい
ます。
　一般会計の歳入の根幹である町税は新型
コロナウイルス感染症の影響もあり昨年度
に比べ364万円の減となっていますが、収
納率は上昇しております。
　財政指数については経常収支比率※は
88.2％と前年度対比△７.3ポイント改善さ
れました。
　一方で、実質公債比率※は8.6％と前年度
対比0.2ポイント上昇しており依然として厳
しい財政状況にあることが見えてきます。

決算のポイント決算のポイント

 歳出 総額 歳出 総額
  11 2億  11 2億
3,18 4万円3,18 4万円

総務費総務費
16億16億

3,155万円3,155万円

衛生費衛生費
10億10億

7,420万円7,420万円

民生費民生費
41億650万円41億650万円

議会費
1億849万円

歳入総額
116億

7,571万円

町税町税
35億35億

1,614万円1,614万円

国庫支出金国庫支出金
22億3,066万円22億3,066万円

県支出金県支出金
7億1,556万円7億1,556万円

町債町債
5億5億

1,194万円1,194万円

その他その他（一般財源）（一般財源）
15億9,824万円15億9,824万円

その他その他（特定財源）（特定財源）
4億34億3,,194万円194万円

地方交付税地方交付税
26億26億

7,119万円7,119万円

令和3年度決算 貴重な税の主な使い道令和3年度決算 貴重な税の主な使い道

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 3億8,399万円
水道基本料金無償化事業 6,798万円
役場窓口キャシュレス化事業 256万円等

議会委員会室音響設備更新事業 240万円等

オンラインで水道使用の
開始・中止手続きが可能

キャッシュレスで
利便性の向上を

子育て世帯への臨時特別給付金 3億7,113万円
保健センター空調設備改善工事 3,282万円
ワクチン接種事業 1億3,730万円等

民生・民生・
衛生費衛生費

総務費総務費

議会費議会費
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特別会計別の決算 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計 43億7,583万円 42億3,598万円 1億3,985万円

水道事業会計
収益的収支 ８億　256万円 7億　809万円 9,447万円
資本的収支 1億6,820万円 ４億　404万円 ▲2億3,583万円

農業集落排水事業特別会計 3,323万円 2,846万円 476万円
介護保険特別会計 26億1,495万円 25億1,266万円 1億　229万円
後期高齢者医療特別会計 4億6,594万円 4億5,103万円 1,491万円

※グラフや表は万円未満を切り捨てのため総額が一致しないことがあります。

 歳出 総額 歳出 総額
  11 2億  11 2億
3,18 4万円3,18 4万円

土木費土木費
6億6,151万円6億6,151万円

消防費消防費
6億980万円6億980万円

教育費教育費
8億7,030万円8億7,030万円

労働費
103万円

農林水産業費
1億1,745万円

商工費
6,233万円

災害復旧費災害復旧費
1,325万円1,325万円

公債費公債費
10億3,531万円10億3,531万円

諸支出金諸支出金
9億4,007万円9億4,007万円

令和3年度決算 貴重な税の主な使い道令和3年度決算 貴重な税の主な使い道9月9月
定例会定例会

がんばるお店（事業者）応援金事業 1,726万円
スマート商店創造事業 414万円
商工会シールラリー補助金 120万円等

自宅療養者支援体制事業 19万円

小中学校サポート消毒清掃業務委託料 1,447万円
小中一貫教育環境整備橋梁工事 761万円
川角小学校体育館屋根改修工事 2,052万円
泉野小学校体育館屋根改修工事 1,619万円等

商工費商工費

消防費消防費

教育費教育費

　令和４年9月定例会は9月1日から20日までの20日間の会期で開催されました。
　今定例会に提案された案件は、条例の一部改正2件、規約の変更1件、補正予算4件、決
算認定6件、利益剰余金の処分1件、町道の路線の廃止1件、人事1件、報告2件が上程さ
れ慎重な審議が行われました。一般質問は全議員が登壇し、活発な質問が展開されました。

不安解消のために支給された食料品

児童生徒の感染防止のために 小中一貫教育のかけ橋

締切りは11月30日買物は町内事業者で



Q　�　親と一緒に子育て応援事業補助金は、平成
29年度から令和３年度までに計27件650
万円の支出をしている。定住促進が大きな目
的だと思うが、この５年間の成果は。

A　�　この補助金の対象となる世帯というのは、
親が毛呂山町に住んでいなければならないと
いう条件がある。実績として例年定住人口は
増えているので、一定の効果があったものと
考えている。

Q　�　セミセルフ型レジを導入したが、効果はど
うか。

A　�　レジのキャッシュレス決済は令和４年１月

から実際に稼働を始めた。当初はあまり件数

の伸びはなかったが、広報及び窓口での掲示

ＰＲを行い、令和４年度に入ってから令和３

年度の３か月間との比較で数倍程度に伸びて

いる状況。

　令和３年度一般会計及び特別会計決算については予算決算常任委員会
に付託し、４日間にわたり慎重審議しました。審議は町政全般多岐にわた
り、数多くの質疑がなされました。その中から抜粋してお知らせします。

Q　�　小中一貫教育の整備事業として毛呂小と毛
呂中の間に橋ができた。現在どういう役目を
果たしているのか。

A　�　教員の交流として小中一貫教育合同研修会

や、乗り入れ授業を行っている。また、児童

生徒の交流ということで一斉下校や朝マラソ

ン、陸上教室、音楽交流、クラブ交流などさま

ざまな児童生徒の交流が行われている。

予算決算
常任委員会

小中一貫教育環境整備橋梁工事

761万5,300円

　小中一貫教育が、安全かつ円滑に実施でき
るよう、宮前都市下水路上部に橋梁を整備。

キャッシュレス決済導入事業

275万3,030円

　新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点
及び利用者の利便性向上のため、税務課・住
民課窓口にクレジットカードや電子マネー等
の支払いに対応したセミセルフレジを設置。

親と一緒に子育て応援事業補助金

150万円（７件）

　町内に住む親世帯と同居や近居するために
町外から転入する子育て世帯に、同居のため
の住宅リフォームなどの費用の一部を補助。
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Q　�　防犯カメラ設置工事では、どこに何台設置さ
れたのか。

A　�　令和３年度に防犯カメラを２台設置した。
場所については、１つ目は武州長瀬駅のヤオ
コー長瀬店前の電柱。２つ目は、東毛呂駅の
いなげや毛呂店の北側の電柱。

Q　　今後も防犯カメラは設置されるのか。

A　�　１年間に６台の設置を３年間続ける計画。
３年目を迎えたら、犯罪の抑止ができたかど
うか、町内の状況を見ながら検討委員会を再
度設けたいと考えている。

Q　�　もろバスについて、数年前に比べ年間の乗
車人数がかなり減少し回復の兆しがないが、
見直しで改善点があるのではないか。

A　�　昨年度、中間見直しは10月１日から実施
した。使用率は令和２年度と同じ時期であ
る10月から３月までを比較すると90.3％、
9.7ポイント減になっている。コロナ禍の影
響は、否めないと分析している。今後の予定
として令和６年度に５年スパンの大きな見直
しをする予定。一人でも多くの方がもろバス
を活用してもらえるような計画を策定してい
く。

一般会計討論　－私はこう考える－

町内循環バス運行経費保償金

2,748万4,062円

　高齢者等の日常生活支援や公共施設の利便
性向上のため、町内を循環するバスを運行。

防犯カメラ設置工事

98万7,800円

賛成

　令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響により激
動の1年だった。経済健全化の状況について各指標も国の
示す基準内にあり、健全な財政の範囲内にあると言え評価
出来る。町民の意見を聴き、分析と判断、決断するスピード
を持って対応を希望する。ワクチン集団接種事業など引き
続き円滑な実施等毛呂山町の益々の発展に尽力を願う。

澤田　巌　議員

反対

　大型商業施設開発許可の違法性、一歩も進まない川角駅
周辺整備事業、県道川越坂戸毛呂山線整備への取組み姿勢、
小学校廃校計画並びに日化踏切拡幅計画等、多くの事業が
塩漬けであり、政策的事業の取組みや進め方に町民の立場
で反対する。町長の政治姿勢並びに地方自治の原点である

「民意への対処」に強く反省を求める。

長瀬　衛　議員 反対

　日本の国力は、劇的に衰えている。約４割が非正規労働
者、ジェンダーギャップは世界120位だ。対する町の施策
はスマートシティ、ふるさと納税。学校統廃合による小学
校の廃校は子育て支援とは真逆だ。道路法の遵守、住民説
明に基づく住民参画の道路行政を。葛川の水質改善のため、
影響する企業対策を即刻・要望する。

岡野　勉　議員

　犯罪のない環境づくりと安全・安心な住環
境を推進するため、町内に防犯カメラを設置。
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９月議会ではこんなことが決まりました

条例の一部改正条例の一部改正

町道の路線の廃止町道の路線の廃止

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

町 道 路 線 廃 止 図 面

毛呂山町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

　育児休業の取得を原則２回（現行は原則１回）までとする。また、非常勤職員の育児休業に係る規定
を追加する。

企業の進出に伴い該当する既存の道路を廃止するため

　原則、年230万円以下の所得のひとり親家庭世帯が病院で受診した場合は、医療費が無料（償還払
い）となるが、そのうちの課税世帯については、外来１診療ごとに月1,000円、入院１日1,200円の
自己負担が発生していたが、令和５年１月受診分の医療費から自己負担をなくす。

Q　今までは、廃止と認定を同時に一回の
議会に付議していたが、今後は、開発許可
後すみやかに廃止の議決を行ったうえ、認
定する道路が完了した後に認定の議決を
していくという認識でよいのか
A　そのとおりである

　コロナ禍や物価高騰により子育て世帯の経済的負担が大きくなり、特にひとり親世帯では、厳し
い経済状況におかれています。課税世帯が負担しなければならない自己負担金の制度を廃止する改
正案については、ひとり親世帯の支援を真に執行部が考え実行している姿勢の表れであり、子育て
支援策として、評価できる議案です。

　開発区域内の町道は道路法の手続きで
あらかじめ議会の議決を経なければなら
ないが、これまで慣例として、開発後に議
会に諮り、同法や自治法を軽視してきた。
法を厳格に守るべき町職員が偽りの弁明
や虚偽答弁に終始しており、町政に対する
町民の信頼を失う。その瑕疵について、責
任の所在を明確にすることを強く求める。

賛成討論

生活福祉常任委員会

荒木　かおる　議員

反対討論 長瀬　衛　議員
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転出・転入手続き支援サービス及びかんたん窓口事業導入委託料　５２２万円

マイナンバーカードの推奨
転出・転入手続きのワンストップ化（手続きの簡素化）を図る

区分 補正前 補正額 補正後

一般会計 99億9,426万円 5億6,640万円 1,05億6,066万円

特
別
会
計

国民健康保険 39億6,666万円 3,871万円 40億    537万円

農業集落排水 3,815万円 49万円 3,865万円

介護保険 28億8,701万円 1億2,843万円 30億1,544万円

令和４年度補正予算ピックアップ

補正予算約補正予算約55億億66千万円追加！！千万円追加！！

　　原油価格・物価の高騰により
公共施設の電気料金増加！

原油価格・物価の高騰により
公共施設の電気料金増加！

総合公園遊具等設置工事　３，５３３万円

コロナ臨時交付金を活用！
コロナ禍において外で元気に遊んでもらうために総合公園遊具の老朽化に伴う施設を交換

光熱水費　６，０４５万円

原油価格・物価高騰に伴う各施設の電気料金の増加分

コロナワクチン対策　１億２，８５５万円

オミクロン株対応ワクチン接種に対する委託料

葛川８号橋仮設工事　３１４万円

令和４年７月１２日に発生した豪雨による葛川８号橋破損に伴う仮設工事

※万円未満切り捨て

老朽化が進む遊具

オミクロン株対応ワクチン接種 破損した葛川８号橋
- 7 -



※一般質問の本文は、主な質問と答弁を本人が編集しています。

⃝�毛呂山町における政策
� 佐藤　秀樹

⃝�自転車のヘルメット着用率向上
� 澤田　　巌

⃝不登校の現状と課題
⃝現在の企業誘致と毛呂山町の将来像
⃝もろやま創成舎の現状と今後の展開
� 堀江　快治

⃝�鎌倉街道上道が国指定史跡に。今後どう保
存し、活用するのか

⃝�公園や緑地は、少子化対策や高齢者対策の
バロメーター�

� 村田忠次郎

⃝�高齢化や災害等に負けない安心・安全な地
域づくり

⃝�道路行政〔都市計画道路整備の現状と課題
及び道路廃止〕

� 長瀬　　衛

⃝�町の戦略
⃝�町の防災
⃝�町内の道路
⃝�町の医療体制� 平野　　隆

⃝�本町におけるDX推進計画
⃝豪雨災害の被害状況と今後の対策
⃝認知症の方を抱えるご家族へのサポート
� 荒木かおる

一般質問 町政を問う町政を問う！！〜14名が登壇〜〜14名が登壇〜

⃝�こども医療費助成の対象年齢を18歳まで
に拡大されたらいかがでしょうか

� 牧瀬　　明

⃝�町の山林と森林環境譲与税の活用
⃝立地適正化計画と学校統廃合
� 下田　泰章

⃝�川角駅周辺整備事業の進捗状況
⃝�町が訴えられている裁判
� 髙橋　達夫

⃝�度重なる集中豪雨災害による本町の浸水被
害対策と道路冠水対策並びに改修等の状況
� 神山　和之

⃝�地域防災
⃝�教育・子育て環境の充実
⃝�障害者支援の充実� 小峰　明雄

⃝�毛呂山町小・中学校のあり方検討委員会　
⃝�県・町の葛川改修工事計画と早期実現を
� 岡野　　勉

⃝�難聴者に支援を
⃝障害者手帳の今後の在り方
� 千葉三津子

●議案の審議結果（９月定例会）� ○は賛成　×は反対　討は討論　欠は欠席　議は議長

議員名

議　案

神
山 

和
之

下
田 

泰
章

平
野 

　
隆

澤
田 

　
巌

牧
瀬 

　
明

佐
藤 

秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

村
田
忠
次
郎

岡
野 

　
勉

髙
橋 

達
夫

長
瀬 

　
衛

堀
江 

快
治

小
峰 

明
雄

審
議
結
果

決算
認定

一般会計 〇 〇 〇 〇
討 × 〇 〇 〇 〇 ×

討 〇 ×
討 〇 議 認定

国保特別会計、介護特別会計、後期高齢者医
療特別会計 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 認定

水道事業会計、集落排水特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 認定
剰余金 水道事業会計未処分利益剰余金の処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

一部
改正

職員の育児休業等に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議 原案可決

ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
討 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議 原案可決

補正
予算

一般会計（第４号）、国保特別会計（第１号）、集
落排水特別会計（第１号）、介護特別会計（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議 原案可決

規約
変更 埼玉西部環境保全組合の規約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議 原案可決
人事 教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 同意

町道の路線の廃止 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討 〇 議 原案可決
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「地域は地域で守る」地区防災訓練〔毛呂山台〕

▪▪問　

高
齢
化
が
進
み
急
激
に
地
域
の

様
子
が
変
化
し
て
い
る
上
に
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
ら
に
状
況
は
厳
し
い
。
広
報

や
回
覧
物
の
配
布
等
だ
け
で
は
地
域

力
は
維
持
で
き
な
い
。
具
体
的
な
課

題
と
対
応
は
あ
る
の
か
。

答　
担
い
手
不
足
等
の
課
題
や
コ
ロ

ナ
禍
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
力
強
化
を
進
め
る
。

▪▪問　

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
、

自
治
会
役
員
を
横
滑
り
で
名
簿
に
載

せ
、
単
に
補
助
金
の
為
の
組
織
と
な

っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
町
が
求
め

て
い
る
活
動
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
自
治
会
と
兼
ね
て
い
る
地
区
が

多
く
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
い
る
地
区

は
活
動
が
向
上
し
て
お
り
、
実
績
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
活
発
な
組
織
の

活
動
を
紹
介
す
る
連
絡
会
議
を
検
討

し
て
い
る
。
町
が
自
主
防
災
組
織
に

求
め
る
の
は
、
災
害
時
の
情
報
収
集

と
安
否
確
認
で
あ
る
。

▪▪問　

大
災
害
等
の
非
常
事
態
時
に
町

本
部
と
各
自
治
会
と
の
体
系
的
連
携

手
段
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
い
。
具

体
的
に
検
討
す
べ
き
だ
。

答　
各
地
区
と
の
情
報
伝
達
体
系
は

な
い
。
有
事
の
際
に
連
携
で
き
る
よ

う
考
え
た
い
。

▪▪問　

７
月
の
豪
雨
で
西
大
久
保
地
区

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
水
害
だ
っ
た
。

転
倒
堰
は
町
が
管
理
す
べ
き
で
は
。

答　
堰
の
管
理
は
耕
作
者
が
行

っ
て
い
た
。

都
計
道
の
取
組
み
に
異
議

▪▪問　

45
年
前
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
、
３
年
前
に
要
望
活
動
継

続
が
決
ま
っ
て
い
る
川
越
坂
戸

毛
呂
山
線
は
町
最
大
課
題
で
あ

り
、
町
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
。

県
へ
の
要
望
活
動
に
進
展
が
な

い
。
町
長
が
独
断
で
判
断
す
る

問
題
で
は
な
い
。

答　
選
挙
公
約
し
た
が
、
県
に

主
導
権
が
あ
り
、
新
川
越
越
生

線
に
整
備
効
果
が
あ
る
と
言
っ

て
お
り
、
両
方
で
は
な
く
、
優

先
す
べ
き
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

高
齢
化
等
に
よ
り
地
域
の
様
子
が
変
化
し
て
い
る

答 

担
い
手
を
育
て
、地
域
力
強
化
を
図
り
た
い

全ての児童・生徒が楽しい学校生活が送れるように

不
登
校
対
策
の
た
め
に
町
全
体
で
子
ど
も
達
を
守
る
べ
き
！

答 
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

▪▪問　

本
町
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

割
合
は
全
国
平
均
と
比
較
し
て
大
幅

に
多
い
が
、
教
育
行
政
の
責
任
者
で

あ
る
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
不
登
校
が
増
加
し
て
い
る
の
は

事
実
。
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
。

▪▪問　

本
町
で
不
登
校
が
増
加
し
て
い

る
要
因
を
伺
う
。

答　
「
無
気
力
・
不
安
」「
学
業
の
不

振
」「
友
人
関
係
」「
家
庭
に
係
る
問

題
」
等
が
要
因
。

▪▪問　

義
務
教
育
期
間
は
基
礎
学
力
の

習
得
や
人
間
力
の
形
成
等
非
常
に
大

切
な
期
間
で
あ
る
。
早
急
に
改
善
と

対
策
を
図
る
べ
き
。

答　
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
不
登

校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
復
帰
で
き

る
体
制
を
強
化
す
る
。

企
業
誘
致
と
町
の
将
来
像

▪▪問　

現
在
の
企
業
誘
致
と
町
の
将
来

像
と
の
整
合
性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

答　
第
五
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ

て
、
町
の
将
来
像
の
具
現
化
を
目
指

し
て
い
く
。

▪▪問　

町
内
の
中
小
事
業
者
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
も
町

内
事
業
者
の
育
成
と
発
展
は
非
常
に

重
要
と
考
え
て
い
る
。

▪▪問　

進
出
企
業
の
操
業
に
よ
る
町
へ

の
効
果
は
。

答　
第
一
に
税
収
増
と
雇
用
創

出
を
期
待
し
て
い
る
。

創
成
舎
の
現
状
と
課
題

▪▪問　

創
成
舎
の
現
状
と
今
後
の

展
望
は
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
と

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
大
と
自
走
体
制
を
整
え
て
い

く
。

▪▪問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
結
果
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
の

見
込
み
は
。

答　
最
低
で
も
当
初
予
算
額
は

ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
努
力
す

る
。

長瀬　　衛 堀江　快治

- 9 -



人材がいなければ荒廃した山は「よみがえらない」鎌倉街道上道・苦林宿付近を鎌倉に向かう武者一行の図

目
的
税
の
使
い
道
。
県
補
助
金
運
用
見
直
し
も
疑
問

答 
県
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い

▪▪問
　
昨
年
度
途
中
に
県
よ
り
水
源
地

域
の
森
づ
く
り
事
業
と
里
山
平
地
林

整
備
事
業
の
補
助
金
運
用
が
森
林
環

境
譲
与
税
の
お
お
む
ね
８
割
を
森
林

整
備
に
活
用
し
、
不
足
額
を
県
が
補

助
す
る
か
た
ち
に
見
直
さ
れ
た
。
町

は
昨
年
度
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
林

道
整
備
事
業
に
充
当
し
た
た
め
２
事

業
の
補
助
対
象
か
ら
外
れ
７
９
１
万

６
千
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
か

っ
た
。
町
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
歳

入
額
は
５
６
２
万
３
千
円
で
あ
り
県

の
補
助
金
よ
り
も
少
な
い
。
本
末
転

倒
の
事
態
で
あ
る
。
県
へ
町
の
実
情

や
要
望
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
県
へ
意
見
を
伝
え
る
機
会
が
あ

る
ご
と
に
従
前
の
運
用
に
戻
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

▪▪問
　
日
本
は
高
度
成
長
期
以
降
、
外

国
産
木
材
の
需
要
が
高
ま
り
時
代
背

景
と
共
に
林
業
従
業
者
が
全
国
的
に

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
り
長
い
間
森
林
整
備
が
実
施
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
山
が
原
因
と
な
っ

た
甚
大
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
様
々
な
要
因
を
解
決
す
る
た
め

に
森
林
環
境
譲
与
税
は
創
設
さ
れ
、

次
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
で
引
き
継

ぐ
た
め
に
活
用
す
る
税
金
と
私
は
捉

え
て
い
る
。
こ
の
制
度
設
計
が
続
く

限
り
必
要
不
可
欠
な
の
は
林
業
従
業

者
の
人
材
育
成
で
あ
る
。
町
の
資
源

を
有
効
活
用
し
た
移
住
支
援
の

取
組
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
県
が
実
施
し
て
い
る
林
業

技
術
者
育
成
研
修
と
連
携
し
林

業
従
業
者
の
効
果
的
な
移
住
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

▪▪問
　
子
育
て
世
代
に
求
め
ら
れ

る
中
心
市
街
地
へ
の
誘
導
に
お

い
て
、
学
校
へ
の
距
離
は
優
先

順
位
の
高
い
位
置
に
あ
る
。
本

計
画
と
学
校
統
廃
合
の
案
件
は

町
の
将
来
像
を
見
据
え
た
う
え

で
密
接
し
た
関
係
に
あ
る
。

答　
学
校
統
廃
合
は
市
街
化
調

整
区
域
に
住
む
児
童
・
生
徒
も

含
め
た
町
全
体
の
課
題
で
あ
る
。

▪▪問
　
鎌
倉
街
道
上
道
の
国
指
定
史
跡

指
定
は
、
館
職
員
の
調
査
研
究
や
保

存
整
備
の
成
果
で
あ
る
。
歴
史
的
価

値
と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
道
路
遺
構
、
宿
場
と
墓
域
、
そ

の
境
界
の
一
体
的
な
空
間
が
良
好
に

保
存
さ
れ
、
中
世
の
街
道
の
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
遺
跡
。
遺
跡

の
保
存
活
用
事
業
、
調
査
研
究
、
教

育
普
及
事
業
を
実
施
し
た
。
歴
史
の

道
百
選
に
選
定
さ
れ
た
。

▪▪問
　
町
民
や
児
童
生
徒
へ
の
啓
発
は
。

答　
街
道
や
周
辺
の
遺
跡
群
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
展
や
発
掘
調
査
の
速

報
展
、
現
地
見
学
会
を
実
施
。
今
後

は
、
街
道
が
保
存
さ
れ
て
き
た
経
緯

や
今
後
の
保
存
活
用
の
考
え
方
の
啓

発
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
学
校

教
育
と
の
連
携
を
更
に
深
め
た
い
。

▪▪問
　
鎌
倉
街
道
上
道
を
町
の
発
展
に

ど
う
役
立
て
る
か
。

答　
文
化
財
の
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
、
も
う
一
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

醸
成
の
為
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

▪▪問
　
鎌
倉
街
道
上
道
へ
の
関
心
や
評

価
を
継
続
さ
せ
る
為
の
方
策
は
。

答　
学
校
教
育
を
通
じ
て
の
周
知
・

啓
発
、
資
料
館
の
社
会
教
育
、
生
涯

学
習
の
学
び
の
場
と
し
て
の
役
割
と

文
化
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

も
た
せ
た
い
。
ま
た
、
社
会
科
副
読

本
に
も
掲
載
し
た
い
。

▪▪問
　
公
園
や
緑
地
は
少
子
化
対

策
や
高
齢
化
対
策
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
だ
と
考
え
ま
す
。
公
園
管

理
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て

い
る
か
。

答　
行
政
区
の
公
園
は
、
地
域

に
、
清
掃
や
除
草
を
お
願
い
し

町
は
遊
具
の
点
検
や
高
木
の
伐

採
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▪▪問
　
高
齢
化
で
、
草
刈
等
も
負

担
が
重
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
。

答　

協
働
の
方
針
は
変
え
ず
、

地
域
と
相
談
を
し
な
が
ら
実
情

に
沿
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

鎌
倉
街
道
上
道
の
保
存
と
活
用
は

答 

保
存
活
用
計
画
を
策
定
し
ま
す

村田忠次郎 下田　泰章
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補聴器の普及で日常生活の維持をマイナンバーカードの推進

補
聴
器
購
入
時
に
助
成
制
度
の
導
入
を

答 
国
・
県
・
近
隣
市
町
の
動
向
を
参
考
に
し
て
い
く

▪▪問　

高
齢
者
の
難
聴
が
認
知
症
の
要

因
で
あ
る
こ
と
が
厚
労
省
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ

な
ど
国
内
外
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

男
女
共
に
65
歳
を
超
え
る
と
難
聴
者

の
比
率
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
補
聴
器
の
普
及
が

進
ま
な
い
の
は
高
額
な
購
入
費
の
自

己
負
担
に
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
高
度
・
重
度
難
聴
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
補
装
具
費
支
給
制
度
で
費
用
の

一
部
ま
た
は
全
部
支
給
さ
れ
て
い
る
。

▪▪問　

障
害
者
総
合
支
援
法
で
の
給
付

対
象
者
の
区
分
と
負
担
割
合
や
支
給

の
上
限
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答　
聴
覚
障
害
６
級
以
上
の
方
が
対

象
で
補
装
具
費
支
給
制
度
で
一
部
又

は
全
部
支
給
さ
れ
る
。
世
帯
の
収
入

に
応
じ
て
１
か
月
の
負
担
上
限
額
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

▪▪問　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と

難
聴
の
高
齢
者
向
け
に
補
聴
器
購
入

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
国
の
「
保
険
者

機
能
強
化
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し

財
源
を
確
保
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
ま
た
、
補
聴
器

の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
利
用
が

有
効
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答　
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
聴
器

を
装
着
し
、
難
聴
に
適
切
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
は
、
認
知
症
予
防

や
認
知
症
発
症
を
遅
ら
せ
る
可

能
性
も
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
調
査
研
究
し
て
参
る
。

▪▪問　

障
害
者
割
引
の
際
の
利
便

性
を
考
え
る
と
デ
ジ
タ
ル
障
害

者
手
帳
と
し
て
、
活
用
で
き
る

「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
の
ア
プ
リ

は
有
効
と
考
え
る
。
民
間
の
ア

プ
リ
だ
が
、
町
も
周
知
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
、
手
帳
の
交
換
時
や

再
発
行
時
に
案
内
す
る
な
ど
、

「
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
」
の
利
便
性

を
紹
介
し
周
知
し
て
参
る
。

▪▪問　

町
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
戦
略
は
如
何
か
。

答　

現
在
本
町
独
自
の「
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
」
を
策
定
中
で
あ
り
、
総
務
省

の
定
め
た
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
計
画
」
に

従
い
、
6
点
の
重
点
取
り
組
み
事
項

へ
の
対
応
を
進
め
る
と
共
に
町
独
自

の
施
策
も
実
施
し
て
い
く
予
定
。
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、
デ

ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
拡
充
、
行
政
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
参
る
。

▪▪問　

当
町
の
メ
タ
バ
ー
ス
の
取
り
組

み
は
如
何
か
。

答　
近
年
で
は
幾
つ
か
の
先
進
自
治

体
で
の
活
用
が
見
ら
れ
る
。
メ
タ
バ

ー
ス
上
に
観
光
資
源
を
構
築
し
、
地

域
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
地
域

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
当

町
も
研
究
し
て
参
る
所
存
。

町
の
防
災

▪▪問　

水
害
対
策
は
如
何
か
。

答　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
情
報
の
住
民

へ
の
周
知
を
は
か
り
、
水
防
訓
練
及

び
水
防
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。

町
内
の
道
路

▪▪問　

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
道
路
の

苦
情
は
何
か
。

答　
舗
装
に
関
し
て
、
ひ
び
割
れ
に

よ
る
振
動
・
騒
音
。
側
溝
の
蓋
の
破

損
や
汚
泥
の
堆
積
に
よ
る
水
の
流
れ

の
悪
化
や
悪
臭
。
雑
草
の
繁
茂
。
ま

た
、
大
雨
時
の
冠
水
な
ど
様
々
。

▪▪問　

苦
情
に
対
す
る
対
応
は
。

答　
公
共
性
や
安
全
性
を
考
慮

し
て
、
補
修
や
修
繕
工
事
を
順

次
実
施
し
て
い
る
。

町
の
医
療
体
制

▪▪問　

新
型
コ
ロ
ナ
第
7
波
の
影

響
に
よ
り
一
般
救
急
搬
送
に
影

響
は
出
て
い
る
か
。

答　
熱
中
症
患
者
が
第
7
波
の

ピ
ー
ク
と
重
な
る
こ
と
に
よ
り

救
急
搬
送
に
大
き
な
影
響
が
出

て
い
る
。

▪▪問　

当
町
の
疾
患
の
特
徴
は
。

答　
精
神
疾
患
、
循
環
器
系
疾

患
、
神
経
系
の
疾
患
な
ど
。

本
に
も
掲
載
し
た
い
。

▪▪問
　
公
園
や
緑
地
は
少
子
化
対

策
や
高
齢
化
対
策
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
だ
と
考
え
ま
す
。
公
園
管

理
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て

い
る
か
。

答　
行
政
区
の
公
園
は
、
地
域

に
、
清
掃
や
除
草
を
お
願
い
し

町
は
遊
具
の
点
検
や
高
木
の
伐

採
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▪▪問
　
高
齢
化
で
、
草
刈
等
も
負

担
が
重
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
。

答　

協
働
の
方
針
は
変
え
ず
、

地
域
と
相
談
を
し
な
が
ら
実
情

に
沿
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
は

答 

今
後
も
進
め
て
い
く 千葉三津子平野　　隆
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18歳まで医療費窓口支払いの支援を今こそ政策の見直しが必要

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
の
拡
大
を

答 
子
育
て
支
援
の
更
な
る
支
援
と
な
る

▪▪問
　
厚
生
労
働
省
の
２
０
２
０
年
の

調
査
で
は
通
院
６
５
９
、
入
院
７
１
５

の
自
治
体
と
、
医
療
費
助
成
実
施
市

町
村
１
７
４
１
自
治
体
の
う
ち
約
４

割
が
18
歳
ま
で
の
助
成
を
行
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

毛
呂
山
町
も
、
若
い
世
代
を
増
や

す
た
め
に
後
に
続
い
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

答　
本
町
の
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成

は
必
要
に
応
じ
て
対
象
年
齢
を
拡
大

し
て
き
て
お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら

現
在
の
15
歳
ま
で
を
対
象
と
す
る
制

度
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
及
び
越
生
町
内
の
指
定
医
療

機
関
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
医
療
費
の
自
己
負
担
分
窓
口

支
払
い
を
廃
止
し
現
在
は
、
医
科
21

機
関
、
歯
科
18
機
関
、
調
剤
薬
局
25

機
関
、
合
計
64
の
医
療
機
関
に
お
い

て
現
物
給
付
化
を
実
施
し
て
お
り
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
や
手
続

き
の
簡
略
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
運
用
は
、
地
元
の

医
師
会
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、

子
育
て
世
帯
の
保
護
者
の
方
が
安
心

し
て
受
診
す
る
環
境
が
構
築
さ
れ
て

お
り
、
当
町
の
こ
ど
も
医
療
費
の
支

給
環
境
は
、
一
定
程
度
の
水
準
に
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
は
、
未
就
学
児
の

一
人
当
た
り
の
受
診
件
数
及
び
支
給

額
が
一
番
高
く
、
小
学
生
、
中

学
生
と
成
長
す
る
と
と
も
に
減

少
し
て
お
り
、
現
在
の
制
度
で

も
十
分
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

18
歳
ま
で
対
象
年
齢
を
延
長

す
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
へ
の
更
な

る
支
援
と
な
り
ま
す
が
、
当
町

の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▪▪問
　
18
歳
ま
で
延
長
し
た
場
合

の
医
療
費
増
額
の
見
込
は
。

答　
約
１
３
４
０
万
円
と
延
長

準
備
経
費
約
29
万
円
。

▪▪問
　
第
五
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計

画
並
び
に
第
２
期
毛
呂
山
町
総
合
戦

略
に
対
す
る
現
状
と
今
後
の
政
策
。

答　
町
の
人
口
減
少
の
抑
制
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら
新
た
に

未
来
応
援
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
を

開
始
し
た
。

▪▪問
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

対
す
る
現
状
と
今
後
の
政
策
。

答　
毛
呂
山
町
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
計
画
や
事
業
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
進
め

て
い
る
が
、
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
な

ど
の
対
策
を
見
据
え
河
川
改
修
や
企

業
誘
致
、
定
住
促
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

災
害
対
策
の
実
施
を
検
討
す
る
。

▪▪問
　
近
年
想
定
外
の
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
前

よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
地
区
に

対
す
る
対
策
を
毛
呂
山
町
の
政
策
の

中
に
お
い
て
、
早
期
に
着
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
以
前
よ
り
豪
雨
に
よ
り
水
害
を

被
っ
て
い
る
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、

浸
水
想
定
区
域
な
ど
の
災
害
の
未
然

防
止
、
防
災
対
策
の
充
実
を
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
明
記
し
て
い
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
地
区
に
対
し
て
の

災
害
の
対
策
を
早
急
に
図
る
。

▪▪問
　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争

や
各
国
に
お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る

物
資
供
給
の
弊
害
、
種
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
食
料
危
機
が
訪
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
遊
休
農
地
を

有
効
活
用
す
る
政
策
は
急
務
と

思
う
が
町
長
、
如
何
か
。

答　
食
料
危
機
は
お
こ
り
得
る
。

遊
休
農
地
を
農
業
団
地
化
し
て

い
く
考
え
を
検
討
し
て
い
く
。

▪▪問
　
す
べ
て
の
計
画
の
整
合
性

を
求
め
る
た
め
に
も
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
立
地
適
正

化
計
画
は
、
早
急
に
見
直
し
、

修
正
が
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ
れ

ら
の
計
画
の
見
直
し
を
勘
案
し

つ
つ
、
課
題
を
抽
出
し
な
が
ら

早
急
に
見
直
し
を
検
討
す
る
。

都
市
計
画
等
町
の
計
画
を
早
期
に
見
直
す
べ
き

答 

課
題
を
抽
出
し
な
が
ら
早
急
に
見
直
し
を
検
討
す
る

牧瀬　　明佐藤　秀樹
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各種手続きの簡素化を早期の解決が望まれる川角駅周辺整備事業

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
役
場
窓
口
の
利
便
性
の
向
上
を

答 

待
た
せ
な
い
・
書
か
せ
な
い
・
正
確
な
窓
口
案
内
を
目
指
す

▪▪問
　
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
の

「
転
出
・
転
入
手
続
き
支
援
サ
ー
ビ

ス
及
び
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
」

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
国
が
進
め
て
い
る
「
転
出
・
転

入
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
」
に

対
応
す
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
有
者
に
対
し
て
の
優
先
的

な
シ
ス
テ
ム
。「
待
た
せ
な
い
窓
口
」

「
正
確
な
窓
口
案
内
」「
書
か
せ
な
い

窓
口
」
の
実
現
を
目
指
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

▪▪問
　
住
民
が
来
庁
せ
ず
行
政
手
続
き

が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
出
来
る
こ
と
が

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
目
指
す
姿
。
か
ん
た

ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
の
ス

タ
ー
ト
は
い
つ
か
。

答　
「
転
出
・
転
入
手
続
き
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
」
に
つ
い
て
、
国
は
令

和
５
年
２
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
る
。
本
町
で
も
令
和
５
年

２
月
以
降
の
運
用
と
な
る
。

▪▪問
　
高
齢
者
の
方
達
な
ど
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
を
し
て
い
く
考
え
か
。

答　
住
民
対
象
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

講
座
を
今
年
度
も
公
民
館
の
学
習
講

座
で
予
定
し
て
お
り
、
ゆ
ず
の
里
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
無
料
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
達
に
、

町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
が
理
解
さ
れ
る
よ
う

推
進
し
て
い
く
。

▪▪問
　
岡
本
団
地
は
毎
回
大
雨
被

害
に
遭
っ
て
い
る
。
応
急
的
対

応
で
は
な
く
本
整
備
の
予
定
は
。

答　
新
年
度
に
は
本
工
事
の
着

手
に
至
る
よ
う
要
望
す
る
。

▪▪問
　
西
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
雨

被
害
と
川
の
ま
る
ご
と
再
生
事

業
の
関
係
は
な
い
か
。

答　
溢
水
被
害
と
の
影
響
は
調

査
・
検
証
を
待
つ
が
今
後
、
河

川
の
拡
幅
等
の
対
策
も
必
要
。

▪▪問
　
認
知
症
の
方
を
支
え
る
ご

家
族
へ
の
支
援
事
業
は
。

答　
「
認
知
症
介
護
者
の
つ
ど

い
」
を
定
期
的
に
開
催
。

▪▪問
　
３
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
川

角
駅
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
３
月
議
会
以
降
、
３
、
４
、
５

回
の
協
議
会
を
開
催
し
た
。
次
の
６

回
目
で
協
議
会
と
し
て
の
修
正
の
整

備
方
針
を
協
議
し
、
ま
と
め
て
い
く
。

▪▪問
　
今
ま
で
の
協
議
会
で
決
ま
っ
て

い
る
整
備
方
針
は
。

答　

川
角
駅
既
存
改
札
口
の
維
持
、

橋
上
駅
舎
お
よ
び
自
由
通
路
の
整
備
、

南
北
駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
等
こ
れ
ま
で
の
委
員
が
協
議
し

た
意
見
や
要
望
で
あ
る
。

▪▪問
　
今
の
答
弁
に
は
川
角
駅
既
存
改

札
口
の
維
持
が
あ
る
が
、
町
は
城
西

大
学
と
の
協
定
を
結
び
３
億
５
千
万

円
の
寄
附
を
頂
い
て
い
る
。
そ
の
協

定
書
第
１
条
で
は
駅
舎
の
移
設
を
う

た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
協
定
と

矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
城
西
大
学
と
の
協
定
は
今
も
生

き
て
い
る
が
、
協
議
会
と
し
て
の
意

見
を
出
し
て
頂
き
そ
れ
を
最
大
限
尊

重
し
町
の
整
備
計
画
を
出
し
、
そ
れ

に
よ
り
協
定
の
協
議
を
し
て
い
く
。

▪▪問
　
議
会
の
議
決
の
重
み
、
協
定
の

重
み
を
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
負
担
付
き
寄
附
の
議
決
は
条
例

の
制
定
改
廃
、
予
算
の
議
決
と
同
様

議
会
の
権
限
と
し
て
非
常
に
重
い
も

の
で
あ
る
。

町
が
訴
え
ら
れ
た
裁
判
に
つ
い
て

▪▪問
　
裁
判
の
現
在
の
状
況
は

答　
令
和
３
年
７
月
及
び
11
月

の
原
告
か
ら
提
出
さ
れ
た
執
行

停
止
の
申
し
立
て
は
令
和
４
年

４
月
付
で
裁
判
所
か
ら
却
下
さ

れ
た
。

▪▪問
　
却
下
と
は
ど
い
う
こ
と
か
。

答　
審
議
す
る
こ
と
な
く
退
け

る
と
い
う
こ
と
で
俗
に
い
う
門

前
払
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

▪▪問
　
訴
状
に
あ
る
建
設
中
の
騒

音
、
振
動
、
建
設
後
の
交
通
渋

滞
等
で
町
に
住
民
か
ら
苦
情
は

来
て
い
る
の
か
。

答　
現
時
点
で
住
民
か
ら
そ
の

よ
う
な
苦
情
は
来
て
い
な
い
。

川
角
駅
整
備
事
業 

負
担
付
き
寄
附
議
決
の
重
み
は

答 

条
例
制
定
や
予
算
議
決
等
と
同
様
非
常
に
重
い

荒木かおる髙橋　達夫
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土嚢等の設置がなく、再び15世帯が床上・床下浸水した岡本団地家族が家族を守る助言が大切

度
重
な
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
本
町
の
浸
水
被
害
対
策
と
道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て

答 
予
見
可
能
な
場
合
は
、事
前
に
土
嚢
を
設
置
す
る

ウ
ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス
倒
壊
、
各
地
区
で

法
面
崩
落
等
の
被
害
が
発
生
し
た
。

▪▪問
　
町
の
防
災
を
担
当
す
る
総
務
課

長
に
聞
く
が
、
本
町
の
住
宅
浸
水
、

町
道
冠
水
は
今
回
が
初
め
て
な
の
か
。

答　
被
害
は
初
め
て
で
は
な
い
。

▪▪問
　
私
は
令
和
元
年
台
風
19
号
被
害

を
重
く
捉
え
幾
度
と
な
く
議
会
で
浸

水
・
冠
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と

は
行
政
の
責
務
、
町
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
長
は
、
緊
急
時
迅

速
に
浸
水
被
害
を
把
握
し
、
土
嚢
等

の
応
急
対
応
行
い
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
と
の
答
弁
だ
が
、
岡
本
団
地

内
こ
の
写
真
の
何
処
に
土
嚢
を
設
置

し
措
置
を
講
じ
た
か
伺
う
。

答　
防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
浸
水
区
域
を
重
点
に
警
戒
す
る
。

▪▪問
　
私
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
は

な
い
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
、
居

住
地
の
浸
水
な
ど
水
害
発
生
を
防
止

す
る
た
め
河
川
・
水
路
の
改
修
を
進

め
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
と
記
載

さ
れ
て
い
る
が
40
年
も
改
修
が
な
い
。

ま
た
水
防
団
の
指
揮
は
町
長
、
適
切

な
管
理
を
求
め
る
。
要
望
す
る
。

　

水
路
管
理
担
当
の
産
業
振
興

課
長
、
台
風
通
過
後
に
土
嚢
置

い
て
も
意
味
が
な
い
。
町
の
振

興
計
画
は
自
然
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
は

公
共
団
体
の
最
大
の
使
命
と
記

載
が
あ
る
。
私
も
役
場
生
活
環

境
課
に
在
職
当
時
、
ス
ズ
メ
蜂

が
大
量
に
発
生
し
町
民
、
登
下

校
の
子
供
の
命
を
脅
か
す
危
険

が
あ
り
、
学
校
及
び
個
人
宅
を

駆
除
し
た
事
が
あ
る
。
町
民
を

守
る
職
員
の
使
命
は
、
今
も
昔

も
同
じ
だ
。事
前
対
策
を
伺
う
。

答　
事
前
に
土
嚢
設
置
す
る
。

▪▪問
　
埼
玉
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

の
状
況
は
。

答　
令
和
３
年
の
県
内
事
故
件
数
は

人
身
事
故
数
１
万
６
７
０
７
人
で
４

０
８
人
減
少
、
昭
和
42
年
以
来
最
少

発
生
件
数
。
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
１
１
８
人
で
前
年
よ
り
３
人
減

少
。
し
か
し
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

交
通
事
故
死
者
数
は
72
人
で
前
年
よ

り
11
人
増
加
、
交
通
事
故
死
亡
者
の

６
割
以
上
が
高
齢
者
で
あ
る
。

▪▪問
　
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
多
い
理

由
は
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答　
埼
玉
県
警
察
の
統
計
で
は
令
和

３
年
に
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ

た
高
齢
者
59
人
中
、
82
％
が
歩
行
中
、

自
転
車
乗
車
中
に
発
生
し
て
い
る
。

自
転
車
乗
車
中
の
８
割
以
上
で
一
時

不
停
止
や
交
差
点
安
全
進
行
な
ど
の

何
ら
か
の
違
反
が
認
め
ら
れ
、
頭
部

損
傷
な
ど
で
命
を
落
と
す
場
合
が
７

割
を
越
え
て
い
る
。

▪▪問
　
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
関
す
る
規
定
は
あ
る
の
か
。

答　
道
路
交
通
法
第
63
条
の
11
な
ど

努
力
義
務
が
あ
る
。
埼
玉
県
自
転
車

の
安
全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
第
９
条
の
２
、
高
齢
者
の
家
族
は
、

そ
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
助
言
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。

▪▪問
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向
上

に
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

周
知
だ
け
で
は
着
用
率
に
つ
な

が
ら
な
い
と
考
え
る
。
補
助
金

制
度
の
創
設
な
ど
は
ど
う
か
。

答　
埼
玉
県
内
で
高
齢
者
対
象

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

助
金
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市

町
は
５
市
町
。
近
隣
で
は
坂
戸

市
と
日
高
市
で
購
入
補
助
金
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。
頭
部
損

傷
で
命
を
落
と
す
高
齢
者
が
多

く
、
そ
の
対
策
と
し
て
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
効
果
は
高
い
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
先
進
導
入
自
治

体
を
参
考
に
導
入
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

答 

先
進
導
入
自
治
体
を
参
考
に
検
討
す
る

▪▪問
　
今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
本
町

の
被
害
場
所
及
び
被
害
状
況
を
伺
う
。

答　

床
上
浸
水
５
軒
、
床
下
15
軒
、

事
業
所
浸
水
被
害
２
件
、
西
大
久
保

地
内
葛
川
８
号
橋
損
壊
と
西
戸
グ
ラ 神山　和之澤田　　巌
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第１回（7月28日）学校のあり方検討委員会がスタート！消防団第１・第５分団車庫の早期整備を切望する

学
校
統
廃
合
を
再
検
討
、再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
！

答 
小
中
学
生
に
は
、そ
ぐ
わ
な
い

▪▪問　

町
は
、
小
中
一
貫
校
を
時
期
も

含
め
再
検
討
す
る
事
を
決
め
た
。
小

中
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、

再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
は
大

き
く
環
境
が
変
わ
り
、
対
象
者
は
教

職
員
、
児
童
生
徒
を
含
め
た
も
の
。

答　
小
中
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
根
拠
に
政
策
に

反
映
す
る
こ
と
は
判
断
能
力
が
未
熟

な
恐
れ
の
あ
る
小
中
学
生
に
は
負
担

が
あ
る
も
の
と
考
え
対
象
者
と
し
て

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

教
職
員
は
、
校
長
を
中
心
に
一
体

と
な
っ
た
対
応
を
求
め
た
い
。

▪▪問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
町
の
逃
げ
の
口
実
で
は
な

い
か
！
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
、

「
子
ど
も
た
ち
本
人
に
関
わ
る
重
要

な
案
件
に
対
し
て
、
意
見
を
表
明
す

る
機
会
を
与
え
る
」
と
あ
る
。

　

町
の
回
答
は
、
子
ど
も
の
意
見
を

奪
う
こ
と
だ
。
町
、
大
人
が
責
任
を

取
れ
ば
良
い
、
町
は
逃
げ
る
な
。

答　
現
状
の
的
確
な
情
報
を
周
知
し

て
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

葛
川
８
号
橋
の
早
期
実
現
を
！

▪▪問
　
葛
川
の
護
岸
の
傷
み
が
激
し
い
。

寿
命
だ
。
住
民
に
は
橋
が
崩
落
し
た

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
い
。
８
号
橋
の
架

け
替
え
の
概
要
を
お
聞
き
す
る
。

答　
仮
設
橋
の
工
期
は
今
年
12
月
か

ら
、
工
事
費
は
約
３
１
４
万
円
、

強
度
は
車
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走

行
な
ど
問
題
な
い
。

▪▪問
　
県
は
葛
川
の
改
修
は
「
川

の
下
か
ら
」
と
こ
だ
わ
る
。
こ

れ
で
は
毎
年
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

る
西
大
久
保
葛
川
団
地
は
毎
年

被
害
を
受
け
る
。
対
策
は
市
場

の
県
道
か
ら
葛
川
団
地
の
護
岸

か
さ
上
げ
だ
。
町
は
県
に
強
く
、

川
上
だ
ろ
う
と
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要

望
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

今
回
の
被
害
を
総
括
し
、

必
要
に
応
じ
た
具
体
的
対
策
を

早
期
に
要
望
し
て
行
く
。

▪▪問
　
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
消
防
団
第
１
分
団
車
庫
の
近
隣
へ

の
移
設
や
建
て
替
え
は
。

答　
全
庁
的
な
取
組
み
体
制
を
構
築

し
た
上
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

▪▪問
　
西
大
久
保
地
内
の
交
差
点
改
良

事
業
の
残
地
に
消
防
団
第
５
分
団
車

庫
や
駐
車
場
と
し
て
有
効
活
用
は
。

答　
関
係
各
課
と
連
携
し
て
検
討
。

▪▪問
　
郷
土
を
理
解
す
る
教
育
の
推
進

で
鎌
倉
街
道
上
道
に
よ
る
啓
発
事
業
。

答　

学
習
内
容
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

取
り
上
げ
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

▪▪問
　
平
成
30
年
第
３
回
・
令
和
元
年

第
３
回
の
議
会
で
一
般
質
問
し
た
小

中
学
校
の
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
は
。

答　
む
し
歯
の
治
療
率
は
令
和
３
年

度
は
前
年
度
と
比
較
し
て
低
下
し
た
。

▪▪問
　
保
育
所
で
は
、
小
さ
な
命
を
預

か
る
職
員
の
、
心
労
を
思
う
と
ヘ
パ

フ
ィ
ル
タ
ー
付
の
空
気
清
浄
機
を
、

増
や
す
事
も
必
要
、
ご
見
解
は
。

答　
条
件
が
整
え
ば
、
購
入
を
検
討
。

▪▪問
　
消
防
団
員
へ
の
町
独
自
で
の
、

子
育
て
支
援
策
、
ご
見
解
は
。

答　
消
防
団
員
の
労
苦
に
報
い
る
為

の
処
遇
改
善
の
一
助
に
な
る
。

▪▪問
　
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推

進
法
が
５
月
25
日
施
行
、
ご
見
解
は
。

答　
情
報
の
取
得
・
利
用
や
意
志
疎

通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

▪▪問
　
障
害
者
計
画
の
情
報
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
の
各
施

策
の
取
組
み
状
況
は
。

答　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
あ

か
り
の
協
力
に
よ
り
声
の
広
報

も
ろ
や
ま
を
作
成
し
て
配
布
。

▪▪問
　
大
谷
木
地
区
町
道
１
２
３

号
線
の
雨
水
対
策
と
し
て
暗あ

ん
き
ょ渠

管
の
抜
本
的
な
対
策
工
事
を
。

答　

被
害
の
軽
減
に
向
け
て
、

早
急
に
対
応
し
て
参
り
た
い
。

▪▪問
　
豪
雨
に
よ
る
河
川
溢
水
の

度
に
復
旧
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
河
川
の
溢
水
対
策
は
。

答　
治
水
能
力
の
向
上
が
図
れ

る
よ
う
に
、
県
に
要
望
を
行
う
。

消
防
団
第
１
・
第
５
分
団
車
庫
の
今
後
の
方
策
は

答 

更
新
や
機
能
移
転
を
含
め
検
討

岡野　　勉小峰　明雄
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委
員
長�

千
葉
三
津
子

　

副
委
員
長�

澤
田
　
　
巌

　

委　
　

員�

下
田
　
泰
章

　
　
　

〃　

�

平
野
　
　
隆

　
　
　

〃　

�

佐
藤
　
秀
樹

　
　
　

〃　

�

荒
木
か
お
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

（
議
長
）　

小
峰
　
明
雄

編
集
委
員

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
呼
ば
れ
る

今
、
健
康
寿
命
の
延
伸
は
大
き
な
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因
は

認
知
症
や
脳
血
管
疾
患
等
に
続
き
骨

折
・
転
倒
が
多
く
、
転
倒
事
故
の
6

割
は
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
発
生
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
加
齢
に
伴
い
、
身

体
能
力
が
徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
で

休
止
し
て
い
た
ゆ
ず
っ
こ
元
気
体
操

も
徐
々
に
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
足
で
歩
き
続
け
る
た
め
に

日
ご
ろ
か
ら
可
能
な
限
り
体
を
動
か

し
、
機
能
維
持
に
努
め
健
や
か
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
か
お
る

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

組
合
議
員
14
年
有
効
表
彰

　
小
峰
　
明
雄  

議
員

表
　
彰

人
　
事

９月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数

9月  1日（木） 1名
9月  2日（金） 24名
9月  5日（月） 18名
9月  6日（火） 21名
9月  7日（水） 8名
9月20日（火） 0名

合　　計 72名

教
育
委
員
会
委
員

�

丸
木
　
清
之
　 
氏

�

昭
和
46
年
生

◎
毛
呂
山
町
福
祉
会
館
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
を
実
施

　
　
民
間
活
力
の
導
入
と
効
率
的
な

施
設
運
営
を
目
的
に
指
定
管
理
者

の
導
入

　
〈
指
定
期
間
〉

　
　
令
和
5
年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　

 

令
和
8
年
3
月
31
日

◎
開
発
許
可
処
分
の
取
消
訴
訟

等
に
つ
い
て

　
　
原
告
か
ら
再
度
提
出
さ
れ
た
執

行
停
止
の
申
立
て
に
対
し
て
却
下

さ
れ
た
等
の
説
明

◎
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

　
・�

７
月
12
日
、
毛
呂
山
町
付
近
で

1
時
間
あ
た
り
約
１
２
０
ミ
リ

の
雨
量
を
観
測

・
避
難
所
を
開
設

　
総
合
公
園
体
育
館

　
福
祉
会
館
・
中
央
公
民
館

・
避
難
者

　
総
合
公
園
避
難
者　
　
０
人

　
福
祉
会
館
避
難
者　
　
３
人

　
中
央
公
民
館
避
難
者　
9
人

・
７
月
13
日　
避
難
所
閉
鎖

◎
学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て

全員協議会

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

1回目接種 28,285人 84.51％ 国82.20％
県83.26％

2回目接種 28,179人 84.19％ 国81.07％
県82.08％

3回目接種 23,098人 69.01％ 国64.34％
県65.19％

4回目接種 9,291人 27.76％ 国20.98％
県20.27％

・毛呂山町におけるワクチン接種数　8月30日現在

改訂前 改定後 増額

小学校 4,160円 4,370円 210円

中学校 5,000円 5,250円 250円

・�食材費の高騰が続き食材の調達が困難になっており、
必要な栄養価を確保するために令和4年9月分から改定
※ただし今年度中は学校給食費無償化を継続

執行部から説明を受けました
― 主な協議内容 ―

（月額）


